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３ 整備方針 

 (1) 整備コンセプト 

    富津市の特徴と前述の道の駅の必要性を踏まえ、本市における道の駅の  

コンセプトとそれを実現するための整備方針を以下のように設定します。 

 

 

・富津市の自然、観光資源、歴史文化などの魅力発信 

・リアルタイムな交通情報や地域情報の提供 

・地域への誘客や周遊機能の促進 

・豊かな自然、産物、伝統を活用した新たな価値の創出 

 

・誰もが安心して利用できる快適な休憩施設 

・全世代がのびのびと楽しめる交流の場 

・地域住民の生活利便性の向上 

・利用者と地域住民との新たなコミュニティの醸成 

 

・災害に備えた防災機能の整備 

・一時避難場所や災害復旧の活動場所としても使用可能な施設 

整備方針①：地域資源を活かし来訪を促進させる、魅力情報発信の道の駅 

整備方針②：交流拠点として、安らぎとにぎわいを創出する道の駅 

整備方針③：災害時の防災拠点としての機能を持つ道の駅 

コンセプト 
 
 

ＣＯＮＮＥＣＴ：富津市と来訪者をつなぐ 

  道の駅は、南房総の玄関口として、都心等からの来訪者が最初と最後に立寄ることが可能

な立地を活かし、富津市の自慢である地場産品や観光資源をＰＲすることで、本市への来訪

促進に結びつけます。 

ＬＩＮＫ：市内の地域資源をつなぐ 

  道の駅は、市内周遊の流れをつくり、何度も本市を訪れてもらう「リピーター」を増やす

ことで、本市への往来を活性化していきます。 

ＪＯＩＮ：利用者と地域をつなぐ 

  道の駅は、交流拠点として、交流人口や関係人口の増加と地域経済の活性化を図り、地域

内外の幅広い世代の人々が集い参加できる場を創出します。 
 

  上記のほか、災害時において避難場所や災害復旧活動を行うための防災拠点として、道の

駅を整備します。 

「 つ な が る 富 津 」 

～地域資源を連携し、にぎわいを創る道の駅～ 
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 (2)  導入機能 

    設定した整備方針を基に、以下のような機能を導入します。  

整備方針① 

地域資源を活か

し来訪を促進さ

せる、魅力情報

発信の道の駅 

整備方針② 

人々が行き交う

交流拠点とし

て、安らぎと賑

わいを創出する

道の駅 

整備方針③ 

災害時の防災拠

点としての機能

を持つ道の駅 

整備方針 導入機能 

 

・ 交通、災害情報の提供 

・ 富津の豊かな文化や歴史の紹介 

情報発信機能 

 

・ 様々な機能を有す休憩スペース 

・ 多機能で誰もが安心して利用できる施設 

休憩機能 

 

・ 利用者の利便性向上を図る機能 

・ 富津の食の豊かさを実感できる機能 

  市民と観光客の交流促進 
  多様なイベントの開催 

・ 新たな価値を生み出す機能 

地域連携機能 

・ 

 
  災害等一時避難 
  応援活動拠点 

防災機能 ・ 
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４ 導入施設方針 

 (1) 施設イメージ 

    道の駅の基本的機能である「休憩機能」、「情報発信機能」、「地域連携機

能」のほか、地域における防災拠点の強化を目的とした「防災機能」を加えた

４つの機能を基本とし、前頁の図で示した導入機能から想定される施設を次

のとおり整理しました。 

    今後計画を具体化するなか、本市の地域性や設置場所、施設の規模等を踏ま

え、本市にとって必要な施設を選定したうえで、各施設の整備内容を以下の方

針により進めていきます。 

 

【休憩機能】 

 様々な機能を有す休憩スペース 

  駐車場 

  ・整備エリア周辺の道路交通量やイベント時の来場客数を勘案し、誰もが停め

やすい、ゆとりある駐車スペースを整備します。 

  ・安全確保のため、可能な限り普通車と大型車の駐車スペースを分離するほ

か、歩行者の通行スペースを分離します。 

  ・障害のある人をはじめ、子育て家族等が利用しやすいよう、屋根付き優先駐

車場を整備します。 

  ・電気自動車の普及に備えたＥＶ充電設備や、キャンピングカーの使用をはじ

めとした車中泊をする来訪者に対応したＲＶパークの設置を検討します。  

屋根付き優先駐車場 イメージ EV 充電設備 イメージ RV パーク イメージ 
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  トイレ 

  ・来訪者が 24 時間利用できるトイレを整備します。 

  ・沿線の交通量や、利用者の規模に応じたトイレ数

を整備します。 

  ・バリアフリー化に対応し、高齢者や障害者等にと

って安全で快適に利用できる施設を整備します。 

 多機能で誰もが安心して利用できる施設 

  子育て応援施設 

  ・授乳室やおむつ交換台等のベビーコーナーを整備します。 

  ・子どもたちがのびのび遊べるよう、キッズスペースや大型遊具の設置を検討

します。 

  その他の施設 

  ・多様なワークスタイルに応じたリモートワーク等にも利用可能な屋内多目的

スペースの設置を検討します。 

  ・全天候型の屋外多目的スペースを設け、気軽に休憩できる場所の整備を検討

します。 

  ・観光客が帰路等に立寄れるようリラクゼーション施設の整備を検討します。  

ベビーコーナー イメージ 
出典:道の駅海南サクアス HP 

キッズスペース イメージ 大型遊具 イメージ 

多機能トイレ イメージ 

屋内多目的スペース イメージ 屋外多目的スペース イメージ リラクゼーション施設 イメージ 
出典:道の駅むつざわ HP 
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【情報発信機能】 

 交通、災害情報の提供 

  情報提供施設 

  ・道路利用者や地域住民、観光客等に対して有益な

交通情報、気象情報を提供します。 

  ・災害発生時には、災害発生状況等の情報提供でき

る機能を整備します。 

 富津の豊かな地域資源の紹介 

  地域案内施設 

  ・道の駅を訪れた人に、交通、気象情報だけでな

く、本市の観光資源や地域資源、地場産品、各種

イベント情報や周辺地域の観光情報等も、案内窓

口や多言語対応の案内板等を設置するなどして、

各種情報を丁寧に分かりやすく発信します。 

 

【地域連携機能】 

 富津の食の豊かさを実感できる機能 

  地場産品・飲食施設 

  ・地域で生産される新鮮な農水産物などを販売する直売所を整備するとともに、

これらを堪能できるレストラン等を併せて整備し、相乗効果を図ります。 

  ・本市及び県内で生産・加工された土産物売場の設置を検討します。 

  ・地場産品や地域の名産を手軽に楽しめるテイクアウトグルメの販売や、地域

の人々が集まり交流を行える軽飲食施設の整備を検討します。  

道路交通発信コーナー イメージ 

地域情報案内コーナー イメージ 

農産物販売所 イメージ 飲食施設 イメージ 
出典:全国道の駅連絡会 HP（道の駅あがの） 
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 市民と観光客の交流促進、多様なイベントの開催 

  観光レクリエーション施設 

  ・全天候型の屋外多目的スペースは、イベント開催場所としても利用できる場

所の整備を検討します。 

  ・イベント等を通して交流が図れるよう、芝生広場の整備を検討します。 

  ・ペット連れの来訪者が滞在しやすいよう、ドッグランの整備を検討します。 

  ・ＲＶパークでは宿泊を楽しむことができ、本市の自然を体感することができ

る施設としても検討します。 

  ・来訪者が周辺の歴史、文化や自然など多様な地域資源にふれあえるようレン

タサイクルの設置を検討します。 

  ・キッズスペースや屋外遊具は、子育て世代の交流が図れる場としても整備を

検討します。 

  ・来訪者が“富津市を応援したい”と感じてもらえるよう、市の魅力を発信す

るとともに、移住支援やふるさと納税などの情報を発信します。  

芝生広場 イメージ 

ドッグラン イメージ 

イベント開催 イメージ 
出典:道の駅豊前おこしかけ 

レンタサイクル イメージ 
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 新たな価値を生み出す機能 

  地域振興施設 

  ・道の駅に設置する飲食施設をはじめとした各販売店舗では、本市の地場産品

に新たな価値を創出し、オリジナル商品の開発や展開方法を地域住民や市内

飲食店と一緒に取り組める仕組みづくりを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用者の利便性向上を図る機能 

  利便性向上 

  ・ＡＴＭ、郵便ポスト、無料Ｗｉ-Ｆｉサービスの提供などといった利用者の

利便性向上につながる機能の導入を検討します。 

  ・インバウンド需要に対応するため、キャッシュレス決済サービスの導入や、

多言語に対応した案内板等の設置を検討します。 

  ・地域住民の利便性向上を図るため、日用品の購入が可能な販売施設の整備を

検討します。  

キャッシュレス決済対応レジ 
イメージ 

多言語対応案内板 イメージ 日用品売り場 イメージ 
出典:道の駅とみうら HP 

竹岡式ラーメン はかりめ（穴子）丼 海堡丼 アジフライ 

海 苔 江戸前オイスター メロン 日本酒 
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【防災機能】 

 災害時一時避難応援活動拠点 

  防災施設 

  ・災害発生時、被害状況や避難に関する情報を道路利用者や地域住民に速やか

に提供できる設備・体制の構築を図ります。 

  ・災害時には避難所として、防災倉庫の設置や電気、トイレが利用できるよう

必要な設備（非常用電源設備、受水槽など）を整備し、避難者が安心して過

ごせる環境づくりを目指します。 

  ・災害発生時における警察、消防などの集結拠点や帰宅困難者などの支援の場

になるよう整備方法を検討します。 

  ・全天候型の屋外多目的スペースは、災害時に一時避難所としても利用できる

場所の整備を検討します。  

防災倉庫 イメージ 防災かまどベンチ イメージ 

非常用電源 イメージ 
出典:道の駅おおさき HP 

受水槽 イメージ 
出典:道の駅おおさき HP 



 

富津市「道の駅」基本方針（抜粋版） 

 富津市 企画政策部 政策推進課 

 〒293-8506 千葉県富津市下飯野 2443 番地 

 ＴＥＬ：0439-32-1931 

 ＦＡＸ：0439-80-1350 

 E-mail：info@city.futtsu.chiba.jp 


